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１ 対象者 令和4年度分の市町村民税均等割の課税である世帯

  

２ 各給付金の概要

送付件数

2.5万円

1,440世帯

1,355世帯

給付金額

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 1

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

100.0%

役務費（①通信運搬費） 524 331 193 63.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 60

決算額
（❽）

特定財源内訳

従来の非課税給付金のシステムを改修したことにより，システム改修委託料が見込みよりも少なかった。
給付金（2.5万円）において，要件等の精査により該当世帯が見込みよりも少なくなった。また，案内送付した世帯に対
し約95％の申請しかなかったため。

国庫支出金

該当
世帯

補正
区分

12.0%

負担金，補助及び交付金（⑤補助金（補助費） 37,500 33,875 3,625 90.0%

該当／頁 115

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 34,593 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

令和４年度末が期限としていたが，申請のあった世帯に対しては，遅れることなく支給を行うことができました。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

新型コロナウイルス感染症の影響が⾧期化する中，電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ，生活・暮らし
の支援として住民税均等割課税世帯に対して，１世帯当たり2.5万円を給付した。

0

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

34,653 34,653 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

有

支払件数

対象世帯 住民税均等割

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

需用費（④印刷製本費） 57 57 0

委託料（①業務委託料（物件費） 2,750 330

0

2,420

臨時会 補正 第３回臨時会 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 34,653 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業（住民税均等割世帯等に対する臨時特別給付金給付事業）

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 1 8 担当部局・課名 福祉保健部社会福祉課

事業名

事業区分 新型コロナウイルス感染症対応事業 ―



【参考資料】 福祉保健部社会福祉課

R3実施分 R4実施分

新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付
金事業

R4_非課税世帯給付金
R4_価格高騰給付金

（非課税世帯）
R4_均等割世帯給付金

R3年度実施 R4,10月補正 R4,10月補正

10万円 5万円 2.5万円

令和4年9月9日 令和4年12月5日 令和5年2月10日

令和4年9月10日 令和4年12月6日 令和5年2月11日
～ ～ ～

令和4年10月31日 令和5年1月31日 令和5年3月31日

送付件数 644世帯 5,695世帯 1,440世帯

支払件数 4,056世帯 1,309世帯 619世帯 5,200世帯 1,355世帯

給付率 71.89% 23.20% 96.1% 91.3% 94.1%

申請件数 4世帯 0世帯 0世帯 14世帯

支払件数 4世帯 － － 14世帯

4,060世帯 1,309世帯 619世帯 5,214世帯 1,355世帯

406,000,000円 130,900,000円 61,900,000円 260,700,000円 33,875,000円

406,000,000円
（R3実績分） 33,875,000円

年度別
各事業支給実績総額

 令和3年度から令和4年度の臨時特別給付金 実績

支払世帯数

支出額

家計急変世帯
（申請）

R4実施分

453,500,000円

実施年度

給付金種目

10万円

令和4年3月10日

給付金額

確認書発送

事業名  住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業

R4（R3→R4繰越）

5,642世帯

R3_非課税世帯給付金

予算年度

令和4年9月30日
受付期間 ～

令和4年3月11日

非課税世帯
（プッシュ）
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 １）補助金額

市内にある高齢者支援及び障害者支援事業所の内，入所，通所の支援を実施している法人等や事業所に

 対し，令和３年１月から６月と令和４年１月から６月をの間で支払った各月の電気使用料の増加分を対象

とし，その累計額の１／２の金額を補助した。（１千円未満切り捨て）

２）補助事業所

３）決算内訳

介護保険施設，事業所（高齢者福祉課対象分）:16,295千円

障害者・児事業所（社会福祉課対象分）:3,709千円

113事業所

21事業所障害者・児事業所

申請数

102事業所

15事業所

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業（社会福祉施設等原油価格高騰対策支援事業補助金）

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 1 8 担当部局・課名 福祉保健部社会福祉課，高齢者福祉課

事業名

事業区分 新型コロナウイルス感染症対応事業 ―

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

負担金，補助及び交付金（⑤補助金（補助金）） 30,000 20,004 9,996

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 20,004 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

原油価格高騰に起因する電気使用料が高騰する中で，電気使用料を補助することにより，負担軽減と安定したサービス
提供の継続が図れた。
補助の申請は事業毎としていたが，法人，事業所によっては施設全体で電気代を支払うところもあったため，申請者につい
ては柔軟な対応により補助を決定した。しかし，申請書類等をそろえることが難しく，辞退をされる事業所もあった。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

原油価格高騰に起因する電気使用料の高騰に伴い，高齢者支援及び障害者支援を実施する事業所に対し，高騰分の
電気使用料を補助することにより，負担軽減と安定したサービス提供の継続を図った。

1,081

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

20,004 10,000 8,923 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

原油価格・物価高騰に係る社会福祉事業者支援補助金

無

介護保険施設，事業所

対象数

0

該当／頁 115

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 20,004 決算に関する説明書

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 2

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

67.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡

決算額
（❽）

特定財源内訳

障害者福祉サービス，介護保険サービス等を提供する社会福祉施設等の事業所を想定していたが，同一施設内で複数
の事業を実施している等の理由から，当初の見込より申請が少なかったため。

国庫支出金

補正
区分
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１ 給付金の種類 ① 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（R3継続，R4新規）【R3繰越分】

  ② 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業（価格高騰緊急支援給付金）

２ 各給付金の概要

3 各給付金事業の予算，決算内訳

R3→R4繰越 予算:302,614,000円 決算:199,744,072円

R4（10月補正） 予算:333,470,000円 決算:267,357,341円

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 3

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

96.0%

需用費（④印刷製本費） 301 237 64 79.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 1,753

決算額
（❽）

特定財源内訳

R3及びR4非課税給付金（10万円）及びR4価格高騰給付金（5万円）について，要件等の精査により該当世帯が
見込みよりも少なくなったこと。また，案内送付した世帯に対し申請が少なかったため。

国庫支出金

119

補正
区分

49.0%

委託料（①業務委託料（物件費） 5,694 5,693 1 100.0%

該当／頁

73.0%

117

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 465,349 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

新型コロナウイルス感染症の影響が⾧期化する中，住民税非課税世帯に対して，①臨時的な措置とした給付金の支給
（R3から継続，1世帯当たり10万円），及び，②電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえた生活・暮ら
しの支援（１世帯当たり5万円）を給付した。

0

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

467,102 467,102 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金

有

各給付金について，各制度の給付金申請に基づき給付することができた。あわせて，家計急変世帯の相談により，該当す
る世帯に給付を行った。

対象世帯

給付金額

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

給料（③会計年度任用職給） 4,355 4,199 156

役務費（①通信運搬費） 3,529 1,720

負担金，補助及び交付金（⑤補助金（補助費）) 618,915 453,500 165,415

1,809

臨時会 補正 第３回臨時会 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 467,102 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業経費

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

2 1 8 担当部局・課名 福祉保健部社会福祉課

事業名

事業区分 新型コロナウイルス感染症対応事業 ―

R3  非課税世帯給付金

非課税

10万円

R4 給付【繰越分】R3  給付分

送付件数

非課税

5万円

5,695世帯5,642世帯

5,200世帯

14世帯

14世帯

5,214世帯

R4
価格高騰給付金

R4
非課税世帯給付金

非課税（R3除く）

10万円

644世帯

619世帯

0世帯

－

619世帯5,369世帯

該当
世帯

家計
急変 4世帯 －

4世帯 0世帯

1,309世帯支払件数

申請件数

支払件数

総支払世帯数

4,056世帯



【参考資料】 福祉保健部社会福祉課

R3実施分 R4実施分

新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付
金事業

R4_非課税世帯給付金
R4_価格高騰給付金

（非課税世帯）
R4_均等割世帯給付金

R3年度実施 R4,10月補正 R4,10月補正

10万円 5万円 2.5万円

令和4年9月9日 令和4年12月5日 令和5年2月10日

令和4年9月10日 令和4年12月6日 令和5年2月11日
～ ～ ～

令和4年10月31日 令和5年1月31日 令和5年3月31日

送付件数 644世帯 5,695世帯 1,440世帯

支払件数 4,056世帯 1,309世帯 619世帯 5,200世帯 1,355世帯

給付率 71.89% 23.20% 96.1% 91.3% 94.1%

申請件数 4世帯 0世帯 0世帯 14世帯

支払件数 4世帯 － － 14世帯

4,060世帯 1,309世帯 619世帯 5,214世帯 1,355世帯

406,000,000円 130,900,000円 61,900,000円 260,700,000円 33,875,000円

406,000,000円
（R3実績分） 33,875,000円

年度別
各事業支給実績総額

 令和3年度から令和4年度の臨時特別給付金 実績

支払世帯数

支出額

家計急変世帯
（申請）

R4実施分

453,500,000円

実施年度

給付金種目

10万円

令和4年3月10日

給付金額

確認書発送

事業名  住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業

R4（R3→R4繰越）

5,642世帯

R3_非課税世帯給付金

予算年度

令和4年9月30日
受付期間 ～

令和4年3月11日

非課税世帯
（プッシュ）
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委託料（①業務委託料（物件費））8,809,000円

生活困窮者自立支援事業

　　生活困窮者自立相談支援機関である「三次市生活サポートセンター」の運営に係る委託料

　　人件費　　　8,190千円

　　事務経費　　　619千円

・R4実績　相談63件，自立プラン作成1件,

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 4

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

100.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

補正
区分

0

該当／頁 143

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 8,809 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

生活困窮者自立支援法に基づき，経済的に困窮し最低限度の生活を維持できなくなるおそれのある人の相談に応じ，自
立に向けた支援を行う面で効果は大きく，継続した事業として実施することができた。
令和４年度は，事業を地域包括支援センターみよしに委託し、「三次市生活サポートセンター」を生活困窮者自立相談支
援機関とすることで，窓口を明確にし，継続した相談体制が確立できた。
令和５年度からは，地域包括支援センターみよしが社会福祉協議会と統合となったため，社会福祉協議会へ委託し相談
業務を行っている。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

三次市地域包括支援センター内の生活困窮者自立相談支援機関である「三次市生活サポートセンター」に委託し実施し
ている。生活困窮者自立支援法に基づき，経済的に困窮し最低限度の生活を維持できなくなるおそれのある人の相談に
応じ、一人ひとりの具体的な支援計画を作成し，自立に向けた支援を行った。

2,203

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

8,809 6,606 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

生活困窮者自立支援相談支援事業等負担金

無

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

委託料（①業務委託料（物件費）） 8,809 8,809 0

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 8,809 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

生活困窮者自立支援事業

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 1 担当部局・課名 福祉保健部社会福祉課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

負担金，補助及び交付金（⑤補助金（補助金）)

令和４年度実績

回

人

補正
区分

3

1.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

医療的ケアが必要な児童の在宅支援として医療保険による訪問看護を利用されているが，利用時間が1回90分と限られ
ているため，在宅で医療的ケアが必要な児童を介護している家族に対して，訪問看護を延⾧して利用した際に係る費用に
ついて助成し，負担軽減を図っている。
訪問看護を実施する事業者が少なく，利用時間等の調整も必要であることから，当初見込みに比べ実績が少なくなってい
る。
（対象となる医療的ケア児:７人（R5当初時））

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

在宅で医療的ケアが必要な児童を介護している家族の看護や介護負担軽減を図るため，訪問看護を延⾧して利用した際
に係る費用について助成する。

3

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

10 5 2 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

地域生活支援事業費等補助金

地域生活支援事業費等補助金

無

短期入所利用日数

別添資料等

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 10 該当／頁

利用者数 1

決算に関する説明書

決算額
（❽）

特定財源内訳

予算計上に際し，「対象人数」×「最大利用時間」で積算をしていたが，訪問看護サービスの利用が少ないため，当事業
の利用も少なかった。

国庫支出金

訪問看護の利用時間から健康保険法の適用対象となる訪問看護の時間後の健康保険法の適用対象外

となる時間（全額自己負担になる時間）にかかる費用の補助

市債

歳入に関する
項目

一般財源

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

負担金等その他

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 2 担当部局・課名 福祉保健部社会福祉課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

NO, 5

医療的ケア児在宅レスパイト事業

款 項 目 (単位:千円）

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

負担金，補助及び交付金（⑤補助金（補助金）) 1,680 10 0 1,670

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

0

該当／頁

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 10



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

扶助費（①扶助費）

 タクシーを利用する場合の乗車料金や，利用している車への燃料給油へ利用可能な券１枚500円の助成券を，

 タクシー助成券の場合は年間40 枚（じん臓機能障害で人工透析を受けている方は80 枚），自動車燃料

 助成券の場合は年間20 枚（じん臓機能障害で人工透析を受けている方は40枚）交付しました。

【R4年度実績】

対象者:2,146名（施設入所者，市民税課税者等 除外含む）

交付人数:1,181人 （内訳:タクシー助成券 434人，燃料助成券 747人）

交付枚数:35,280枚（内訳:タクシー助成券 18,120枚，燃料助成券 17,160枚）

使用枚数:30,384枚（全体使用率:86.12％）

（使用内訳）

ﾀｸｼｰ券:14,238枚，7,119,000円（46.9％）

燃料助成券:16,146枚，8,073,000円（53.1％）

  障害者福祉タクシー等利用助成事業

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 2 担当部局・課名 福祉保健部 社会福祉課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

扶助費（①扶助費） 21,000 15,192 5,808

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 15,192 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

障害者の社会参加促進や経済負担の削減として，本事業を継続することは社会参加の促進効果が大きいと考える。
令和３年度に対象者や交付内容の見直しを実施したこと，また，交付者数が減少したため事業費は減少となった。
見直し3年目を経過したことから，前回見直しの内容や利用状況の精査を行い，次年度以降の制度の在り方を検討して
いく必要がある。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

障害者等の生活行動範囲の拡大及び社会参加の促進を図ることを目的として，タクシー料金又は自動車燃料費の一部を
助成する。

15,192

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

15,192 0 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

無

0

該当／頁 147

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 15,192 決算に関する説明書

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 6

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

72.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

決算額
（❽）

特定財源内訳

交付枚数，利用料が見込みより下回ったため。

国庫支出金

補正
区分



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 7

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

78.0%

需用費　消耗品費 68 44 24 65.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

149

補正
区分

82.0%

役務費　その他保険料 35 32 3 91.0%

該当／頁

97.0%

146

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 10,639 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

対象高齢者等1,323人について，巡回相談員，協力員228人体制で定期的な見守り等が実施できた。地域包括支援
センターや市も連携しながら，随時相談を受けたり対応を行うなどにより，単身高齢者や高齢者のみ世帯の割合が増えてい
く中でも，日常生活において見守りが必要な高齢者が，住み慣れた地域で住み続けられるよう支援することができている。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

巡回相談員・協力員がおおむね月１回の訪問などにより，安否の確認を行い，生活，身上等に関する相談を受ける。
対象高齢者等が日常生活において見守りが必要な状況になっても，高齢者等見守り隊が安否の確認や相談活動を行うこ
とにより，住み慣れた地域で安心して暮らしていくことができるよう支援することを目的としている。

10,639

財源区分

国庫支出金

10,639 0 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

無

特定財源
内訳

令和4年度

75歳以上の全ての高齢者約10,000人に対し，後期高齢者居住実態調査を年に１回実施し，主にその中から対象高
齢者等を抽出して定期的に見守りを実施した。

●総事業費　10,638,611円
・報償費　その他報償費
　2,282,000円（協力員46人）

・需用費　消耗品費
　43,721円（ラベルシート，封筒等購入費）

・役務費　通信運搬費
　27,940円（巡回相談員，協力員への郵便代。後期高齢者居住実態調査の対象者への通知はがき代）

・役務費　その他保険料
　31,150円（協力員のボランティア保険，延べ89人分×350円）

・委託料　業務委託料（物件費）
　8,253,800円（巡回相談員182人）

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

報償費　その他報償費 2,940 2,282 658

役務費　通信運搬費 34 28

委託料　業務委託料（物件費） 8,504 8,253 251

6

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 10,639 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

高齢者等見守り隊事業

款 項 目 (単位:千円）
令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 3 担当部局・課名 福祉保健部　高齢者福祉課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

緊急通報システム事業

款 項 目 (単位:千円）
令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 3 担当部局・課名 福祉保健部　高齢者福祉課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

扶助費　扶助費 1,500 1,181 319

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 1,181 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

消防署へボタンひとつで通報できるため，高齢者等の在宅生活の不安の解消につながっている。同時に事前に登録している
支援者や市役所に通報があったことの連絡が届く仕組みであり，関係者によるその後の見守りにもつながる効果もある。
　・消防署への通報件数（令和4年度）353件
　・　〃　　　　 出動件数（令和4年度）92件

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

在宅のひとり暮らし高齢者及び重度身体障害者が急病等の緊急時に，消防署へボタンひとつで連絡できる通報装置を給
付する事業。高齢者等の不安を解消し，在宅生活の安全及び福祉の向上に資することを目的としている。

1,181

財源区分

国庫支出金

1,181 0 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

無

特定財源
内訳

令和4年度

・扶助費　扶助費
1,181,480円（緊急通報装置の設置費用，令和4年度給付実績17台）

0

該当／頁 148

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 1,181 決算に関する説明書

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 8

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

79.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

149

補正
区分



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 9

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

42.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

149

補正
区分

0

該当／頁 148

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 29,676 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

介護施設を運営する法人からのニーズを踏まえ，介護ロボット・ICTの導入や多床室の個室化を支援することで，効率的な
運営が図られる環境づくりを支援し，地域に必要な介護基盤の確保をすることができた。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

地域の実情に応じて医療及び介護の総合的な確保を図るため，地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関
する法律に規定する事業に要する経費に対し補助金を交付することを目的としている。

0

財源区分

国庫支出金

29,676 0 29,676 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

広島県地域医療介護総合確保事業補助金

無

特定財源
内訳

令和4年度

令和4年度は２施設（有料老人ホーム，短期入所生活介護事業所）から，補助金の利用申請があり交付した。
・負担金，補助及び交付金　補助金（補助費）
　29,676,000円
 　・介護施設等の大規模修繕の際にあわせて行う介護ロボット・ICTの導入支援事業
　　420,000円×66定員＝27,720,000円（上限額）
　・介護施設等における多床室の個室化に要する改修費支援事業
　　978,000円×2定員＝1,956,000円（上限額）

※繰越額（令和5年度）
　41,151,000円
　・地域密着型サービス施設・事業所等の整備事業
　　看護小規模多機能型居宅介護事業所　33,600,000円×1施設＝33,600,000円（上限額）
　・介護施設等の開設・設置に必要な準備経費等の事業
　　看護小規模多機能型居宅介護事業所　839,000円×9宿泊定員＝7,551,000円（上限額）

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

負担金，補助及び交付金　補助金（補助費） 70,827 29,676 41,151 0

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 29,676 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

地域医療介護総合確保事業補助金

款 項 目 (単位:千円）
令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 3 担当部局・課名 福祉保健部　高齢者福祉課

事業名

事業区分 継続事業（拡充） 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

　・介護事業所人材育成等支援事業補助金 233,000円

　　　介護事業所等職員の研修受講費用や，介護事業所等が新型コロナ感染症や災害対策等の業務継続に

　　　向けた職員研修に対する費用の一部を補助。

　　　平成29年度から介護職員初任者研修と実務者研修を補助対象として実施してきたが，令和３年度から

　　　補助対象を拡大して実施。

　　　　　研修受講費用（受講料，実習費及び研修に使用するテキスト代等）の２分の１以内【上限50,000円】

　　　　　事業所研修費用（研修に係る講師謝金及び教材費）【上限30,000円】

　　（補助金の交付実績）

　　　　　介護職員初任者研修　　　　　　　１人　　　25,000円

　　　　　介護職員実務者研修　　　　　　　５人　　　77,000円

　　　　　介護支援専門員実務研修　　　　３人　　103,000円

　　　　　認知症介護実践者研修　　　　 　２人　　　28,000円 　　

　　　　　事業所における災害及び感染症対策等に係る研修費用　　 申請なし 　

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 10

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

29.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

補正
区分

0

該当／頁 149

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 233 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

補助制度があることで，就労と資格取得意欲の向上及び研修終了後の介護事業所等での継続勤務につながっている。研
修受講や資格取得による知識・技術の向上は,介護現場におけるサービスの質を高めることへとつながっている。
介護サービスの提供体制づくりのためには制度を支える人材が欠かせないものであり，人材の育成と確保・定着に向けての支
援を継続して取り組んだ。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

介護職員等の質の向上及び資格取得の促進により，介護人材の確保・定着を図る。また，職員研修を行う介護事業所
を支援し，人材育成を図る。
これらの取組により，高齢者やその家族に対し安定的なサービスを提供できる体制の構築をめざす。

233

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

233 0 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

無

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

負担金，補助及び交付金　補助金（補助費） 800 233 0 567

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 233 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

介護事業所人材育成等支援事業補助金

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

3 1 3 担当部局・課名 福祉保健部　高齢者福祉課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

〇特定健診受診者数（国保）2,935人  　受診率35.6%

〇がん検診受診者数 健診・がん検診委託料 千円

・胃がん検診 2,069 人(前年度比▲77人）

・肺がん検診 3,207 人（前年度比138人増）

・大腸がん検診 3,348 人(前年度比323人増）

・子宮頸がん検診 876 人(前年度比▲334人）

・乳がん検診 962 人（前年度比▲250人）

〇ドック受診者数 346 人（三次市国民健康保険以外）

〇節目年齢歯科健診受診者数　690人 歯科健診委託料 千円

〇ヘルスアップ健康教室　5会場28回75人 食塩摂取量測定 千円

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

89.0%

0

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 1,372

決算額
（❽）

特定財源内訳

検診の受診者が当初想定の人数を下回った。

国庫支出金

183

補正
区分

45,843

91

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

特定健診，がん検診の実施により疾病の予防，早期発見，早期治療に繋げた。特に大腸がん，乳がん子宮頸がん検診
については，個別勧奨を行うなど受けやすい体制づくりに努めた。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

「総合集団健診」「個別健診」「人間ドック・脳ドック」「がん検診」「節目年齢歯科健診」の実施により自らの健康状態を把握
し，治療に繋げることで市民の健康寿命の延伸を図る。

47,018

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

50,653 1,691 0 0 1,944

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

感染症予防事業費等補助金

健康増進事業費補助金

後期高齢者医療健康診査補助金　外

無

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 50,653 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

市債

歳入に関する
項目

一般財源

0

該当／頁 182

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 49,281 決算に関する説明書
0

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

4 1 1 担当部局・課名 福祉保健部健康推進課

事業名

事業区分 継続事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

NO, 11

3,347

いきいき健康日本一のまち事業（生活習慣病予防事業）

款 項 目 (単位:千円）

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

委託料（①業務委託料（物件費）） 55,513 49,281 6,232



4 年度　三次市 　

❶

❷

❸

❹

❺（

　 　

　 　

〇ポピュレーションアプローチ

元気サロンなどの通いの場に歯科衛生士が出向き，オーラルフレイル予防に関する健康教育や口腔ケア・体操

の実技を伝え，住民が主体的にオーラルフレイル予防の行動をとることができるよう支援する。

対象圏域:北部・西部　　　開催回数:24日 参加者数:延212人

〇ハイリスクアプローチ

口腔機能低下のハイリスク者を対象に，歯科衛生士が口腔機能の維持・向上のための個別のアウトリーチ支援

を行い，必要に応じて歯科受診の勧奨を実施。

支援対象実施者数:4人

※当該事業を担当する健康推進課職員に係る人件費（別枠）　4,319千円

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 12

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

100.0%

需用費（①消耗品費） 116 116 0 100.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 0

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

183

補正
区分

0

該当／頁 182

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 1,873 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

オーラルフレイル予防事業（ポピュレーションアプローチ・ハイリスクアプローチ）に取組むことで，口腔機能の改善や食事への
意欲や楽しみなどQOL向上に繋げることができた。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

口腔機能の低下は，全体的なフレイル進行の前兆であり，早期に口腔機能の低下防止に介入することで，フレイル予防
の周知啓発と口腔機能の維持向上を目指す。

0

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

6,192 0 0 0 6,192

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

高齢者保健事業実施業務受託事業収入

無

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

報酬（④会計年度任用職員報酬） 1,757 1,757 0

0

0

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 1,873 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

高齢者の保健事業と介護予防の一体化事業

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

4 1 1 担当部局・課名 福祉保健部健康推進課

事業名

事業区分 新規事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」



4 年度　三次市 　
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❸
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〇ネウボラみよし　相談等延件数　7,619件

〇主な事業内訳

妊婦訪問・来所　　213人

産後ケア事業（母乳育児相談助成事業）　利用人数52人

産後ケア事業利用日数　宿泊型14日，デイケア0日，アウトリーチ115日

産前・産後サポート事業（母子保健推進員乳児訪問）　4件

産前・産後ヘルパー派遣事業　　利用人数26人　延414件

ネウボラみよし事業

款 項 目 (単位:千円）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

4 1 2 担当部局・課名 福祉保健部健康推進課

事業名

事業区分 継続事業 第１節　まちづくりの主役である「ひとづくり」

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

報酬（④会計年度任用職員報酬） 4,188 4,188 0

使用料及び賃借料（⑨その他） 872 792

0

80

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 11,137 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

妊娠期から子育て期を通して相談支援を行い，必要なサービスにつなげ，安心して子育てできる環境づくり，子育て支援
につながっている。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

妊婦訪問，産後ケア事業，産前・産後ヘルパー派遣事業，パパママ教室などを行い，相談や支援体制を整え，安心し
て妊娠・出産・子育てできるよう取り組みを行った。

2,760

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

11,137 4,416 3,961 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

子ども・子育て支援交付金，母子保健衛生費国庫補助金

子ども・子育て支援交付金，ひろしま版ネウボラ構築事業補助金，妊産婦支援事業緊急補助金

無

91.0%

0

該当／頁 186

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 8,426 決算に関する説明書

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 13

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

100.0%

委託料（①業務委託料（物件費）） 3,446 3,446 0 100.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 2,711

決算額
（❽）

特定財源内訳

国庫支出金

189

補正
区分



4 年度　三次市 　

❶

❷
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【交付実績】

出産応援給付金件数　　　 453人 × 円 ＝ （母子健康手帳交付時）

子育て応援給付金件数 257人 × 円 ＝ （出産後訪問時）

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率%

4 1 2 担当部局・課名 福祉保健部健康推進課

事業名

事業区分 新規事業 第２節　安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」

出産・子育て応援給付金事業

款 項 目 (単位:千円）

0

業務委託料（①物件費） 1,650 0 1,650

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

すべての妊婦・子育て家庭が安心して妊娠・出産・子育てしていただけるように，ネウボラみよしにおいて，身近で切れ目のな
い「相談支援」を行うとともに，出産・子育てにかかる費用の負担軽減を図った。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じる「伴走型相談支援」と応援ギフト（妊娠届出時・出生後の面談時を通じて計
10万円）を支給する「経済的支援」を一体的に実施する交付金事業が創設され，本市では，この事業を活用した経済的支援と，全
ての妊婦・乳児と面談することにより，安心して出産・子育てできる環境整備を図った。

5,977

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

35,848 23,881 5,990 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

出産・子育て応援交付金

出産・子育て応援交付金

無

50,000

別添資料等

22,650,000

100.0%

役務費（①通信運搬費） 235 60 175 26.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 55

0

特定財源内訳

システム改修費用を計上したが，年度内の給付に改修が間に合わないことが判明したため，改修を行わなかった。

国庫支出金

189

補正
区分

0.0%

負担金，補助金及び交付金（⑤補助金（補助費）） 40,450 35,500 4,850 100

臨時会 補正 第１回臨時会 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 35,848 該当／頁

負担金等その他

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

50,000 12,850,000

35,500,000

市債

歳入に関する
項目

一般財源

NO, 14

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

88.0%

該当／頁 186

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 35,793 決算に関する説明書

県支出金

事業
(経費)
内の主
な費目

報酬（④会計年度任用職員報酬） 233 233

決算額
（❽）



4 年度　三次市 　
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【令和4年4月~令和5年3月接種状況】 【令和５年８月２８日現在接種率】

１回目接種人数 人 １回目 人 ％

２回目接種人数 人 ２回目 人 ％

３回目接種人数 人 ３回目 人 ％

４回目接種人数 人 ４回目 人 ％

５回目接種人数 人 ５回目 人 ％

合計 人 ６回目 人 ％

25,660

16,066

51,615

市債

歳入に関する
項目

一般財源
県支出金

37,788

37,708

32,696

24,918

16,703

11,076

77.1

77.0

66.7

50.9

34.1

22.6

負担金等その他

NO, 15

事業実績

（詳細説明）
事業一覧表／状
況写真／図面等

別添資料等

85.0%

役務費（④手数料） 72,410 71,203 1,207 98.0%

９月補正 ３月補正 ❼その他の節の決算額＊該当なし”０”を挿入  ➡ 16,740

決算額
（❽）

特定財源内訳

ワクチン接種率が想定を下回ったため。また，集団接種会場を三次地区医療センターとしたため，会場設営や運営に係る
かかる経費を要しなかった。

国庫支出金

193

補正
区分

該当／頁 190

６月補正 12月補正 ❻（❶~❺の計）　 ➡ 235,871 決算に関する説明書

成果/評価
＊事業を執行した
ことにより，どのよう
な成果や効果をも

たらしたのか

三次地区医師会の協力のもと，個別接種と集団接種との併用による接種体制が確立され，希望される方の円滑な接種
が完了できた。

負担金等その他

事業内容及び
めざした目的
（具体的に）

予防接種法の臨時接種に位置づけられた新型コロナワクチン接種を44医療機関及び集団接種1会場で実施し，新型コロ
ナ感染症の発症及び重症化予防を図る。

0

財源区分

国庫支出金

令和4年度
特定財源

内訳

252,611 252,611 0 0 0

県支出金

補助金・負担金・交付金等の名称

（事業一覧等）

新型コロナワクチン接種体制確保事業費補助金　新型コロナワクチン接種対策費負担金 外

無

847

772

8,270

令和 一般会計 歳入歳出決算認定に係る事業別審査シート

節名称 予算現額 決算額 繰越額 不用額

臨時会 補正 　 ❽（❻＋❼）事業決算合計額　 ➡ 252,611 該当／頁

4 1 4 担当部局・課名 福祉保健部健康推進課

事業名

事業区分 新型コロナウイルス感染症対応事業 　　　

新型コロナワクチン接種事業

10,000

100万円以上の不用額が
生じた理由（該当のみ）

款 項 目 (単位:千円）

事業
(経費)
内の主
な費目

委託料（①業務委託料（物件費）） 192,621 164,668

執行率%

17,953

0

0

0


